
 

 

 

 

暦の上では立春を迎えていますが、朝晩は寒い日が続きそうですね。元気いっぱいなこじか組の子どもたちは、時

折降り注ぐ暖かな日射しの中で、心と体をたくさん動かして遊んでいます♪ 

いよいよ、１７日（土）は、「ありまっこステージ Part２」です。こじか組では、『おともだちになってね』（作：岡

本一郎 絵：つちだよしはる）を基に、劇遊びを楽しんできました。今回の学級だよりでは、『おともだちになってね』

の「あらすじ」やこれまでの取り組みの様子、配役をお知らせします。 

『おおきなかぶ』や『どうぞのいす』など、繰り返しのやりとりの多いお話が大好きなこじか組。日頃から親しんで

いる絵本のストーリーの中で、なりきって動くことを楽しんできました。今回の劇は、こじか組の大好きな繰り返し

のやりとりと、思わず口ずさんでしまう歌を取り入れながら、『おともだちになってね』をこじか組オリジナルにアレ

ンジしました。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「『おともだちになってね』っておもしろい！」  
ある日、絵本『おともだちになってね』を読み

ました。そして、さっそくお話ごっこ！「美味し

いケーキ、一人で食べちゃ、もったいない」と言

う場面や、吊り橋を渡る場面を特に気に入って、

その日やりたい役を選んで繰り返し遊んできま

した。 

『おともだちになってね』ができるまで 

令 和 ６ 年 ２ 月 １ ５ 日  

中 央 区 立 有 馬 幼 稚 園 

こじか組担任       ★劇遊び 特別号★ 

こじか組だより 

「なりきって遊ぶの、楽しいな」 
日頃から動物になりきって遊んだり、絵

本の世界でごっこ遊びをしたりすることが

好きなこじか組の子どもたち。 

『おおきなかぶ』や『どうぞのいす』、『す

てきなぼうしやさん』など、子どもたちが大

好きな、繰り返しのやりとりのあるお話で、

お話ごっこを楽しみました。 

あるところに、とんがり山がありました。とんがり山の森の中には、くまさんが一人ぼっちで住んでいました。今

日はくまさんの誕生日！ですが、くまさんをお祝いしてくれる友達がいません。友達を探すため、ケーキを持って、

今まで怖くて渡ったことのない吊り橋を、勇気を出して渡ることにしますが・・・？ 

くまさんと森の動物たちによる、美味しいものと嬉しい気持ちが繋ぐバトン。くまさんは、どんな誕生日を過ごす

のでしょうか？ぜひ、お楽しみください♪ 

◆ あらすじ ◆ 
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「お話に使う道具を作ろう」 
「もっと動物に見えるように、お面が欲しい

ね！」とお面作りに取り組みました。「うさぎだか
ら長い耳にしたいな」「何色のねこにしようかなぁ」
と、自分の動物に合った耳になるように、画用紙を
切り貼りしていきました。 
また、「絵本に出てくるような、大きなケーキも

必要だね！」ということで、教師が用意した大きな
ケーキの土台に、飾り付けをしていきました。「イ
チゴのクリームにしよう！」とみんなで決めて、桃
色のお花紙を貼っていきました。「お誕生日のケー
キなら、ロウソクもあった方が良いんじゃない？」
「クリームだけだと寂しいから、フルーツも作ろう
よ！」と、装飾を作り足すことに！年中組になって
出合った、カラービニールやカラーセロファンなど
の素材や製作方法など、これまでの経験を生かし
て、劇に使うものを完成させました✨ 

「みんなですると楽しいね！」 
“ありまっこステージに向けて取り組む”ことで、それぞれが

自由に話したり動いたりするお話遊びから、伸び伸びと表現す

る中でも、同じ役の友達と声や動きを合わせる劇ごっこへと変

化していきました。最初は自分のタイミングで、思いのままに台

詞を言っていた子どもたち。しかし、繰り返し取り組む中で、「せ

ーのっ！」と声を揃えたり、友達の動きを意識しながら動いたり

する姿が見られるようになっていきました。少しずつ、みんなで

一緒に演じる楽しさが感じられるようになりました。 

◆  配 役 ◆ 

「どんな動物にしようかな？」  

繰り返し遊ぶ中で、「他の動物でもやりたい！」と、絵本に出て

こない動物でもやってみることになりました。それなら、こじか

組オリジナルのお話を作ろうと、どんな動物が出てくるかを考え

ました。お話の最後も、「こうしたら良いんじゃないかなぁ？」と

子どもたちで考えました。 

そんな中、お家の方が観に来てくれることを伝え、役を決める

ことに。「大きいケーキを運びたいからくまがいい！」「うさぎが

可愛いからうさぎ！」と、思い思いに役を選びました。 

子どもたちは、表現遊びをしたり、大道具や小道具を作ったりしながら、“ありまっこステージ Part２”に

向けて、楽しく取り組んできました。劇ごっこに取り組む中で、友達と一緒に演じる楽しさや、こじか組の

学級としてのつながりを感じる姿に、年少組からの大きな成長が見られます。一方で、「お客さんに見られる」

という意識がもてるようになったことで、恥ずかしさを感じたり、緊張したりする姿も予想されます。当日

は、大勢のお客さんを前に普段とは違う姿を見せることがあるかもしれませんが、温かく見守っていただけ

ますと幸いです。 

 それぞれの役になりきった表情や声、動きにご注目ください！そして、大きな拍手をお願いいたします！！ 

うさぎの耳は長くしよう🐇 
体育館は広いから、 

大きなフルーツを作らないと🍇 

大きなケーキに 
お花紙でクリームを塗ろう🎂 

カラーセロファンで 
本物みたいなロウソクできたよ！ 


